
質
問　

現
在
、
元
狭
山
地
域
は
、
宅
地

開
発
が
進
む
一
方
で
、
都
市
計
画
の
未

整
備
が
顕
著
で
あ
る
。
未
だ
に
通
勤
・

通
学
に
危
険
な
道
路
、
地
域
住
民
に
不

安
や
憤
り
を
与
え
る
迷
惑
施
設
の
進
出

計
画
な
ど
は
都
市
計
画
の
遅
れ
に
起
因

し
て
い
る
と
認
識
す
る
。
そ
こ
で
、
次

の
４
点
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

問　
　

元
狭
山
地
域
の
現
状
認
識
は
。

町
長　

人
や
車
の
往
来
に
欠
か
せ
な
い

道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
公
道
の
安

全
環
境
確
保
に
苦
心
し
て
い
る
。

問　
　

今
後
、
地
権
者
の
理
解
と
協
力

を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
く
の
か
。

町
長　

都
が
歩
道
の
整
備
を
予
定
し
、

前
進
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
町
道

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
交
渉
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

問　
　

医
療
・
教
育
施
設
な
ど
、
公
益

性
の
高
い
施
設
の
誘
致
促
進
は
。

町
長　

諸
施
設
の
需
要
や
既
存
機
能
と

の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
公
共
機
能
の

あ
り
方
を
意
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

問　
　

車
両
基
地
を
見
据
え
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

町
長　

建
設
の
具
体
化
を
求
め
、
議
会

と
共
に
早
期
実
現
の
要
請
活
動
を
続
け

て
い
く
。

質
問　

各
地
方
自
治
体
で

も
事
業
仕
分
け
の
手
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
財
政

が
厳
し
い
中
、
町
で
も
各

施
策
の
見
直
し
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

瑞
穂
町
で
は
、
「
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
が
事
業
仕

分
け
と
同
様
の
視
点
を
持

つ
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
成

果
を
挙
げ
、
今
後
ど
の
よ

う
な
展
開
を
考
え
て
い
る

の
か
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
も
の
で
あ
る
。

町
長　

成
果
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
事
業
管
理
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
予
算
配

分
・
編
成
作
業

に
効
果
を
発
揮

し
、
新
た
な
施

策
や
事
業
の
展

開
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
最
も

効
果
が
あ
っ
た

の
は
、
職
員
の

コ
ス
ト
意
識
の

向
上
と
、
成
果

重
視
の
管
理
手

法
に
転
換
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、

行
政
評
価
と
各
種
計
画
を

整
合
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
分

野
別
、
予
算
区
分
別
な
ど

評
価
対
象
項
目
を
絞
っ
て
、

行
政
評
価
制
度
を
よ
り
効

果
的
に
運
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

健
康
は
、
人
間
が

生
き
る
た
め
に
最
も
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
発

生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
我
が
国
で
も
大

流
行
し
、
社
会
生
活
に
混

乱
を
来
し
た
。
予
防
接
種

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
接
種
法
に
基
づ

く
以
外
の
経
費
は
住
民
の

自
己
負
担
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
接
種
率
の
低
下
と

な
り
、
感
染
の
拡
大
に
つ

な
が
る
。
そ
こ
で
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

対
策
と
し
て
、
町
独
自
の

指
導
や
助
成
施

策
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を

問
う
。

町
長　

近
年
、

様
々
な
新
薬
や

ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
を

地
方
自
治
体
が

全
額
公
費
負
担

あ
る
い
は
助
成
す
る
こ
と

は
、
財
政
的
に
限
界
が
あ

る
。
ま
た
、
町
単
独
で
助

成
し
て
も
接
種
率
が
低
い

と
な
れ
ば
、
効
果
が
期
待

で
き
な
い
。
国
は
今
秋
か

ら
新
型
・
季
節
性
両
用
の

ワ
ク
チ
ン
製
造
を
進
め
る

と
し
て
お
り
、
接
種
率
の

向
上
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
罹
患
率
の
低
下
を

期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
感
染
状
況
を
見

な
が
ら
接
種
機
会
の
拡
大

を
国
に
要
請
し
て
い
く
。

ま
た
、
予
防
に
最
も
有
効

で
あ
る
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
」

の
励
行
を
徹
底
し
て
い
く
。

教
育
長　

郷
土
資
料

館
建
設
に
向
け
、
今

年
度
用
地
を
取
得
。

　

図
書
館
に
つ
い
て

は
駅
西
に
公
用
地
を

確
保
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

社
会
教
育
施
設
の
今

後
は
。

り
か
ん


